
様式第１号（第４条関係）

１■施策の概要
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２■施策推進の状況
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３■施策の担当課による評価結果

　

　　　　　　　 

平成18年度

　
平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

施策評価票番号 48

　平成２３年度

528

　
３－２評価の内容

〃

　豊根村との間で新しく職員交流事業を始めることができたので、今
後に繋げたい。

　既存の事業の他に交流基本計画を策定し、それに基づく事業実施を
したい。

　昨年に引き続き豊根村との間で職員交流事業ができた。又、上松町
との間で市民植林事業を実施できた。

　市民レベルでの活発な交流をより一層図る必要がある。 　既存の事業の他に市民交流事業として平成１９年度に上松町植林事
業を実施するが、交流基本計画を策定しそれに基づく事業実施をした
い。

今後の環境変化を踏まえた課題認識 既存事業の構成や優先順位の考え方、新規事業の必要性の考え方 施策の担当課としての単年度の取り組みの自己評価

 

　平成２６年度 　平成２７年度　平成２２年度 　平成２５年度 　平成１８年度 　平成１９年度 　平成２０年度 　平成２１年度 　平成２４年度

1,344

　平成２４年度 　平成２６年度 　平成２７年度　平成２３年度 　平成２５年度

単年度
担当課評価

　
３－1評価結果

担当課評価

　平成２２年度

１－５総合計画に
おける基本成果指
標

平成２２年度評価
（前期の成果）

平成２７年度評価
（全期間の成果）

目標値（単位） 実績値（単位）

６ ―１―１

総合評価

全期間（平成２３年度～平成２７年度）
達成率(％)

　計画推進「効率的で顧客志向の行政運営」

　広域連携

基本施策コード広域連携

３，０００（人）

市民協働課長
神谷巳代志

実績値（単位）目標値（単位）
指標の定義

　本市の友好自治体である豊根村・上松町に何人
の人が訪れ相手自治体を体験しているか。より多
くの人が訪れることにより交流も理解も深まる。

　
２－１施策全体に
係る合計コストの
推移（千円）

　友好自治体への訪問者の数（延べ人数）

評価票作成者

355

646

816

 　平成１８年度

291

１－１施策の名称

１－２担当

 
１－３総合計画に
おける施策の体系

１－４施策の目的

基本成果指標名

市民部 市民協働課

　豊明市と友好自治体豊根村・上松町との間で住民及び職員の交流を深め相互理解を図る。職員におい
ては行政環境の異なる地域の実情を学ぶことにより豊明市の行政に活かし、又住民交流は友好自治体内
の観光資源の有効活用を促し友好自治体の産業に寄与する。

前期（平成１８年度～平成２２年度）

　平成１９年度 　平成２０年度

４，０００（人）

　平成２１年度

達成率(％)

 ● 施策評価の判定基準
　　Ａ ：　施策の目的を効果的に達成しているので継続する
　　Ｂ ：　施策推進の実施手法等に改善の必要がある

　良好に進展

　良好でない

　良好に進展 　良好に進展 　良好に進展 良好に進展 良好に進展 良好に進展 良好に進展 　良好に進展 　良好に進展

　良好でない 　良好でない 　良好でない 良好でない 良好でない 良好でない 良好でない 　良好でない 　良好でない



４■参考情報

番号 実績値
担当課
評価

担当課
判断
優先順位

総合評価
担当課
評価

担当課
判断
優先順位

総合評価

1
2,000
(人)

Ｂ 1 Ｂ Ｂ 1 Ｂ
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3
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成果指標と最終目標値(単位)事務事業名称

４－１　施策を構成する事務事業の評価情報 　平成１８年度

豊根村・上松町との交流事業
友好都市への交流イベントによる訪問者の数（延べ）4,000
（人）

　平成１９年度

実績値

1,500
(人)


